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(57)【要約】        （修正有）

【目的】  音声信号符号化復号化における符号化に先だ

って符号化の対象とされる入力信号系列を使用して符号

化の準備をする音声信号符号化復号化方法を提供する。

【構成】  入力される楽音を含む音声信号を符号化復号

化する方法において、入力音声信号系列を分析して音声

信号符号化復号化の基本構成を指定する基本パラメータ

を抽出および／またはベクトル量子化に使用される符号

帳の学習を行なうことにより基本パラメータおよび／ま

たは符号帳の内容を最適化し、最適化された基本パラメ

ータおよび／または最適化された符号帳の内容を伝送

し、伝送された基本パラメータおよび／または符号帳の

内容を使用して復号化する音声信号符号化復号化方法。



【特許請求の範囲】

【請求項１】  入力される楽音を含む音声信号を符号化

復号化する方法において、

入力音声信号系列を分析して音声信号符号化復号化の基

本構成を指定する基本パラメータを抽出および／または

ベクトル量子化に使用される符号帳の学習を行なうこと

により基本パラメータおよび／または符号帳の内容を最

適化し、最適化された基本パラメータおよび／または最

適化された符号帳の内容を伝送し、伝送された基本パラ

メータおよび／または符号帳の内容を使用して復号化す

ることを特徴とする音声信号符号化復号化方法。

【請求項２】  入力される楽音を含む音声信号を符号化

復号化する方法において、

符号器は入力音声信号を音声信号符号化復号化の基本構

成を指定する基本パラメータ候補の複数個によりそれぞ

れ符号化しておき、各基本パラメータ候補による符号化

結果の評価を行い、採用されるべき基本パラメータを選

択し、選択された基本パラメータを復号化の実行される

ところに伝送し、伝送された基本パラメータを使用して

伝送された符号化入力音声信号系列を復号化する、こと

を特徴とする音声信号符号化復号化方法。

【請求項３】  入力される楽音を含む音声信号を符号化

復号化する方法において、

符号器は入力音声信号系列を分析して音声信号符号化復

号化の基本構成を指定する基本パラメータを抽出すると

共にベクトル量子化に使用される符号帳の内容を学習

し、学習内容を使用して符号帳の内容を更新すると共に

符号帳の更新された内容および抽出された基本パラメー

タを非常に低い頻度或は最初の一回だけ補助情報として

復号化の実行されるところに伝送し、入力音声信号系列

を抽出されたパラメータと符号帳の更新された内容とを

使用してフレーム単位毎に符号化して伝送し、復号器は

伝送された符号帳の内容を使用して復号器の符号帳の内

容を更新すると共にこの更新された復号器の符号帳の内

容および伝送された基本パラメータを使用して伝送され

た符号化入力音声信号系列を復号化する、ことを特徴と

する音声信号符号化復号化方法。

【請求項４】  入力される楽音を含む音声信号を符号化

復号化する方法において、

符号器は入力音声信号を音声信号符号化復号化の基本構

成を指定する基本パラメータ候補の複数個によりそれぞ

れ符号化しておき、各基本パラメータ候補による符号化

結果の評価を行い、採用されるべき基本パラメータを選

択し、入力音声信号系列を分析してベクトル量子化に使

用される符号帳の内容を学習し、学習内容を使用して符

号帳の内容を更新すると共に符号帳の更新された内容お

よび選択された基本パラメータを非常に低い頻度或は最

初の一回だけ補助情報として復号化の実行されるところ

に伝送し、入力音声信号系列を選択された基本パラメー

タと符号帳の更新された内容とを使用してフレーム単位

毎に符号化して伝送し、復号器は伝送された符号帳の内

容を使用して復号器の符号帳の内容を更新すると共にこ

の更新された復号器の符号帳の内容および伝送された基

本パラメータを使用して伝送された符号化入力音声信号

系列を復号化する、ことを特徴とする音声信号符号化復

号化方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】この発明は、音声信号符号化復号

化方法に関し、特に、楽音を含む音声信号をでき得る限

り少ない情報量によりディジタル符号化する高能率の音

声信号符号化復号化方法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来例を図４を参照して説明する。図４

に示される音声信号符号化復号化装置は実時間の符号化

処理を必要とする通信に利用することを目的として構成

されている。この場合、符号器２は固定の符号帳１の内

容を使用して符号化を実行するが、入力信号を標本化す

る速度以上の速度により符号化処理をすることを前提と

するものである。そして、入力信号の系列の長さは基本

的には無限長であると考える必要がある。符号化処理さ

れた情報は伝送路を介して伝送され、符号器３において

固定の符号帳４の内容を使用して復号化されて出力され

る。

【０００３】一方、音声信号符号化復号化を放送用或は

蓄積用に適用する場合は、実時間の符号化処理をする必

要がないところから、復号器３さえ実時間処理すること

ができるものであればよい。ところが、復号器３は通常

は通信用の復号器が転用されるので、これに対応して符

号器２の方も実時間処理することができるものが使用さ

れることとなる。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】この発明は、上述の様

な音声信号符号化復号化装置を使用しても、音源の長さ

が有限であって実時間の符号化の必要のない、特に信号

の放送、配送或は蓄積用の場合は、入力音声信号を少な

い情報量により符号化しても信号の品質を劣化させるこ

とのない音声信号符号化復号化方法を提供するものであ

る。

【０００５】

【課題を解決するための手段】入力される楽音を含む音

声信号を符号化復号化する方法において、入力音声信号

系列を分析して音声信号符号化復号化の基本構成を指定

する基本パラメータを抽出および／またはベクトル量子

化に使用される符号帳の学習を行なうことにより基本パ

ラメータおよび／または符号帳の内容を最適化し、最適

化された基本パラメータおよび／または最適化された符

号帳の内容を伝送し、伝送された基本パラメータおよび

／または符号帳の内容を使用して復号化する音声信号符

号化復号化方法を構成した。
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【０００６】そして、入力される楽音を含む音声信号を

符号化復号化する方法において、符号器は入力音声信号

を音声信号符号化復号化の基本構成を指定する基本パラ

メータ候補の複数個によりそれぞれ符号化しておき、各

基本パラメータ候補による符号化結果の評価を行い、採

用されるべき基本パラメータを選択し、選択された基本

パラメータを復号化の実行されるところに伝送し、伝送

された基本パラメータを使用して伝送された符号化入力

音声信号系列を復号化する音声信号符号化復号化方法を

構成した。

【０００７】また、入力される楽音を含む音声信号を符

号化復号化する方法において、符号器は入力音声信号系

列を分析して音声信号符号化復号化の基本構成を指定す

る基本パラメータを抽出すると共にベクトル量子化に使

用される符号帳の内容を学習し、学習内容を使用して符

号帳の内容を更新すると共に符号帳の更新された内容お

よび抽出された基本パラメータを非常に低い頻度或は最

初の一回だけ補助情報として復号化の実行されるところ

に伝送し、入力音声信号系列を抽出されたパラメータと

符号帳の更新された内容とを使用してフレーム単位毎に

符号化して伝送し、復号器は伝送された符号帳の内容を

使用して復号器の符号帳の内容を更新すると共にこの更

新された復号器の符号帳の内容および伝送された基本パ

ラメータを使用して伝送された符号化入力音声信号系列

を復号化する音声信号符号化復号化方法を構成した。

【０００８】更に、入力される楽音を含む音声信号を符

号化復号化する方法において、符号器は入力音声信号を

音声信号符号化復号化の基本構成を指定する基本パラメ

ータ候補の複数個によりそれぞれ符号化しておき、各基

本パラメータ候補による符号化結果の評価を行い、採用

されるべき基本パラメータを選択し、入力音声信号系列

を分析してベクトル量子化に使用される符号帳の内容を

学習し、学習内容を使用して符号帳の内容を更新すると

共に符号帳の更新された内容および選択された基本パラ

メータを非常に低い頻度或は最初の一回だけ補助情報と

して復号化の実行されるところに伝送し、入力音声信号

系列を選択された基本パラメータと符号帳の更新された

内容とを使用してフレーム単位毎に符号化して伝送し、

復号器は伝送された符号帳の内容を使用して復号器の符

号帳の内容を更新すると共にこの更新された復号器の符

号帳の内容および伝送された基本パラメータを使用して

伝送された符号化入力音声信号系列を復号化する音声信

号符号化復号化方法をも構成した。

【０００９】

【実施例】この発明を要約するに、符号器が実行する処

理は３段階に分けられている。この３段階の処理におい

て、基本パラメータおよび符号帳の内容を最適化し、こ

れら最適化された内容を先ず伝送し、伝送された最適化

された内容を使用して通常の符号化および復号化を実行

する。従来の音声信号符号化復号化は固定のパラメータ

および固定の符号帳の内容を使用して符号化を実行する

のであるが、この発明は従来の音声信号符号化復号化に

おける符号化に先だって符号化の対象とされる入力信号

系列を使用して符号化の準備をするところをその特徴と

する。

【００１０】この発明の実施例を図１を参照して説明す

る。符号器２において実行される処理は３段階に分かれ

ている。なお、第３段階の処理である符号化処理は従来

実行されている通常の音声信号符号化処理であり、使用

される復号器も従来使用される復号器と同様のものが使

用される。符号器２の実行する第１段階の処理は、入力

音声信号系列を分析してこれから基本パラメータを抽出

すること、および符号帳１の学習を行なうことである。

高能率の音声信号符号化においては、符号帳１の中から

最も望ましい符号ベクトルを選択してそのインデックス

を伝送するベクトル量子化方法がよく使用される。この

符号帳１の内容は、通常、或る学習系列を使用して学習

により求めておく。学習の方法としては、平均量子化歪

を最小化する様に再生ベクトルの更新と境界の更新とを

交互に繰り返すLloyd の方法が良く知られている。この

発明は、学習の方法自体は通常の学習方法と同様の学習

方法を使用するが、学習系列は符号化の対象である入力

信号系列をそのまま学習信号系列として使用する。ベク

トル量子化を行なう対象としては、例えば、入力信号系

列のスペクトル形状のパラメータベクトル、予測残差系

列、正規化された波形情報が考えられる。音量の平均或

は変動範囲もベクトル量子化を行なう対象とすることが

できる。

【００１１】符号器２の実行する第２段階は、学習内容

を使用して符号帳１を更新し、第１段階において求めら

れた基本パラメータおよび符号帳１の更新された内容を

復号化の実行されるところに伝送する。この基本パラメ

ータ情報および符号帳１の更新された内容は通常の伝送

符号系列の伝送に先だって伝送しておく必要がある。符

号化の第３段階は、通常の音声信号符号化を実行する。

図１の実施例においては、入力信号系列全体を合計２回

取り込んで分析することになる。即ち、基本パラメータ

抽出および符号帳１の更新の際に１回、入力音声信号の

符号化の際に１回の合計２回の入力信号取り込みを行な

う。この入力信号の取り込みはバッファ装置に記憶して

おいた同一入力信号を繰り返して取り込む。符号帳の学

習は必ずしも入力信号系列全体を使用する必要はない。

【００１２】復号器３においては第２段階の処理により

伝送された基本パラメータおよび符号帳１の内容を使用

して符号帳４の内容を更新すると共に第３の段階の処理

によりフレーム毎に伝送された符号を復号する。上述し

た処理を時間軸により順を追って表現すると図２に示さ

れる様になる。

  入力信号系列の取り込みを行なう。

【００１３】   ここで、基本パラメータの抽出、符号

3 4

10

20

30

40

50

特開平７－２３４６９８(3)



帳の学習を行なう。

  基本パラメータおよび符号帳の伝送を行なう。

  符号化を実行し、その結果の符号化データを伝送す

る。

  復号化を実行し、その結果の復号化データを出力す

る。

図３を参照してこの発明の他の実施例を説明する。この

実施例は、符号化の基本構成を指定する基本パラメータ

をも音声信号符号化に先だって決めるものである。符号

化の対象とする基本パラメータとしては、例えば情報の

配分方法或は予測次数、ベクトルの次元数、フレームの

長さが考えられる。

【００１４】これらの基本パラメータの内の何れかを選

択するために、符号器２の処理の第１段階において、複

数の基本パラメータ候補１ないしｎによりそれぞれ符号

化しておく。第２段階においては、各候補による符号化

結果の評価を行い、採用されるべき基本パラメータを選

択する。具体的には、例えば量子化の平均歪が最も小さ

くなる基本パラメータの値を選択する。この段階におい

て選択された基本パラメータを伝送する。

【００１５】そして、第３段階において、この選択され

た基本パラメータを使用して符号化を行なう。入力信号

の取り込みの回数は、先の実施例においては基本パラメ

ータ抽出および符号帳１の更新の際および入力音声信号

の符号化の際の２回であったが、基本パラメータの選択

を行なう場合は、基本パラメータ候補により符号化する

際に入力信号の取り込みをする分だけ更に多数回の信号

取り込みをする必要がある。

【００１６】復号器においては第２段階の処理により伝

送された基本パラメータを使用して第３の段階の処理に

よりフレーム毎に伝送された符号を復号する。

【００１７】

【発明の効果】この発明は、通常の音声信号符号化に先

だって入力音声信号の分析を行ない、この入力音声信号

に最適な基本パラメータおよび／または符号帳を準備す

るところから、量子化歪を軽減すると共に、合成音声品

質を改善することができる。特に楽音信号に対しては、

入力によって音量の基本パラメータおよびスペクトル形

状の符号帳内容が大きく異なるので、この様な場合にこ

の発明の効果は大きい。通常の伝送符号系列の他に基本

パラメータおよび／または符号帳の内容を伝送する必要

があるが、その量は伝送符号系列と比較して無視して差

し支えない程少なくすることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】この発明の実施例を説明する図。

【図２】図１の実施例の処理を時間軸により表現した

図。

【図３】この発明の他の実施例を説明する図。

【図４】符号化復号化を説明する図。

【符号の説明】

１  符号帳

２  符号器

３  復号器

４  符号帳

【図１】 【図３】
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【図２】 【図４】
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